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【本書の出版された経緯】
本書は、大阪市立大学杉本キャンパスの基礎教育実
験棟で実施される生物学分野の実験科目のために、従
来行われていた指導用プリントの配布に替わるものと
して出版された指導用テキストである。
関係する 3 つの実験科目は理学部生物学科で担当し
ているが、まず基礎教育の 2 科目、生物学実験A（前
期開講）および生物学実験B（後期開講）の概要と歴
史について整理したい。これら 2 科目は本学の理学
部・工学部・生活科学部の 1 、 2 年次を対象に開講さ
れており、それぞれ30コマ相当で 2 単位の設定である。
科目の立ち上げは1994年であるが、これは旧教養課程
から全学共通教育への移行に伴うものなので、実質と
しては旧教養課程で提供されていた教養生物学実験の
後継科目である。旧教養時代の資料の多くは散逸して
おり詳細は不明であるが、1970年の資料をみるとまだ
工学部は対象になっていない。また開講日程は隔週と
変則的で、室内より野外の実習が多く、理学部附属植
物園を相当活用していた様子である。当時の実験室環
境の制約もあったろうが、余裕のある時間割で少人数
教育を行っていたことが窺われる。全学共通教育への
移行に伴い、新築の実験棟で経済的にも余裕のある実
験室運営が行われるようになったが、のちに大学の学
生定員増と予算の抑制で、貨幣価値の推移も考慮する
とここ三十数年の学生 1 人あたりの実習経費は 3 分
の 1 に激減している。さらに人件費の抑圧で人員の取
り回しも難しさを増しており、授業の質の維持は重い
課題となっている。
一方の教職むけ科目であるが、過去には例年履修者
が僅かであったことから、履修者の重複が起こらない
前提で基礎教育 2 科目と同時同室開講のかたちをとっ
ていた。ところが昨今の就職事情などを反映し、こち
らも履修希望者が急増するようになり、2010年頃には
単独科目としての開講を先送りできない状況になって
いた。これを受けて旧科目を廃し2012年度から新規開
講されたのが生物学実験 S であり、夏期集中で15コマ
相当 1 単位の設定である。
さて本題となる出版の経緯であるが、きっかけはこ
の生物学実験 S である。生物学科にとって実験科目
を新規に開講するのは久しぶりのことで、中等教育の
担い手の育成という科目の目的もあらためて意識され
るにつれ、授業内容を単なる義務的な履修にせず、学
生が学校教員となったときの活動にも実際に役立てて
欲しい、という思いがでてきた。授業の方法は他の実
験科目と同様、数名の担当教員がそれぞれテーマを持
ち寄るオムニバス形式であったが、自然な流れとして
指導用プリントをあらかじめ綴じ、使いやすい冊子に
まとめて学生に渡すことになった。さらにはせっかく
の機会なのできちんとした本にしてはという声があが
り、科目代表の平澤栄次教授（現名誉教授）を中心に
小冊子としての出版の検討を始めた。しかし版元とな
る大阪公立大学共同出版会との打ち合わせの中で、一
般書にするにはより網羅性が必要ということになっ
た。
そこで、基礎教育実験棟で行われる上記 3 科目の
内容をすべて盛り込むという、生物学科総出の企画
となった。当初は一般の教育関係者向けの参考書・
指導書とする計画として走りだしたのだが、さすが
に 1 ～ 2 年の準備期間の仕事としては大風呂敷で、通
常提供していない実習テーマにまで手を広げる余裕が
なくなり、最終的には本稿冒頭の紹介どおり大阪市立
大学での授業に用いる指定教科書へと編集方針を転換
した。しかしながらこれまで各教員の使用してきた指
導用プリントを雛形としているので、実際の授業のよ
うすや実験室の設備状況まで手に取るようにわかるも
のとなっている。
テキストを語る　Textbook Review
テキストを語る
96
【本書の内容と体裁】
本書の特色をあげようとすると、個々の生物学的
な内容よりもむしろ、外面的な体裁、つまりモノとし
ての本の形態に関することが多くなる。実は、本書に
は 4 種類のバージョンが存在する。 1 種類は全科目掲
載版、すなわち教員用や一般読者むけに前述の 3 科目
すべての内容を掲載したもので、ごくふつうの無線綴
じ製本である。残り 3 種類は、各科目で提供される内
容のみを掲載した分冊版で、履修学生は大学生協でこ
れら 3 種類のいずれかを購入することになる。
分冊版の製本はスパイラルリングを用いたリング
綴じ製本である。ノート類でよくみかける製本方法
だが、本を手で押さえなくとも常に開いた状態に維持
でき、実験中に手の汚れを気にせず、あるいは別の道
具を使いながらでも読めるので、学生を実験に集中さ
せる効果が期待できる。また好みのページで半分に折
り畳んで使うこともできるが、これは実験机の有効利
用と安全面での配慮という意味が大きい。現在、基礎
教育の 2 科目で実験室は例年ほぼ満席状態になってお
り、学生 1 人にあたる机の広さは幅80㎝×奥行75㎝で
ある。講義であれば十分すぎる広さであろうが、実験
の場合は 1 人 1 台顕微鏡を使えば電源コードが机上を
這い回り、さらにビーカーやシャーレなどのガラス容
器に入った試薬、あるいは標本が所狭しと並び、作業
によっては学生が机の間を縫って出入りする必要も考
慮すると、教科書が机からはみ出たり、不意に本が閉
じたりするのは安全上も望ましくないのである。
内容については、限られた誌面で題目を羅列しても
読者諸氏の興味を引くところは少ないと思うので、編
集上の話題にしぼり、特に反省点を中心に述べる。本
書は学内の授業用途を最優先としたため、残念なが
らひとつの書物としてあるべき段取りや排列をどう
しても犠牲にせざるを得なかった。つまり企画段階で
は 3 科目の内容をまとめることで網羅性や総合性を持
たせようとしたにもかかわらず、結局は独立した 3 科
目のための冊子の寄せ集めの域を超えられなかった、
ということである。
原因はまず、リング製本の使い勝手を活かすことに
関係している。全科目掲載版の総ページ数は286ペー
ジとなり、15㎜厚である。これをそのままリング綴じ
にするには綴じ具を太く強靭にする必要があり、さら
には本自体の重さと相まって軽快な使用感を得られ
なくなってしまう。ついでに値段も不必要に高くな
る。そのため、学生用の分冊版は100ページ程度が上
限であった。このような本の形態上の制約に、基礎教
育 2 科目のクラス構成の現状が加わると、まったく編
集上の融通がきかなくなる。所属する学部学科によっ
て、 2 科目両方を受ける者と 1 科目のみを受ける者、
さらに前期（生物学実験A）から履修する者と後期（生
物学実験B）から履修する者、これら複数の組合せの
学生が同じ実習室内に混在しているのである。もし、
基礎的な内容と発展的な内容、あるいは（たとえば）
動物学、植物学、微生物学といった生物学的テーマと
しての関連を優先した区分をして分冊版を構成してし
まうと、学生は1科目のために複数の分冊版を購入し
なければならなくなる。学生にとって経済的に負担で
あるし、 1 つの科目で日によって必要な本が異なるの
は混乱の元なので、テーマ性による分冊は諦めざるを
得なかった。
次善の策として、「基礎編」という実験観察技術の
解説に専念した章を設け、すべての分冊に共通する
ページとして重複を厭わず収録した。また各実験のタ
イトルには簡易なキーワードを付し、複数の科目を履
修する学生が別々のテーマの間に横たわる関連性を意
識できるようにした。しかし、このような小技には限
界があるので、長期的な計画に基づいて実際の授業を
より適切なクラス編成に変えて行くべきであろう。
【今後の展望】
基礎教育実験棟で行われている実験科目のなかで、
生物学実験は冊子のテキストを用意せず指導を行って
いた最後の科目であった。これは裏を返せば授業内容
について、オムニバスで担当している各研究室の裁量
に任せていたところが大きく、科目全体を俯瞰して内
容のバランスをとる作業に乏しかったということであ
る。むしろ授業直前まで試行錯誤しながら準備できる
プリント作りの良さを愛するあまり、みな実習スタイ
ルの柔軟性や機動性の損なわれることを畏れ、書籍化
などもってのほかと考えていたフシもある。それでも
基礎教育科目としての面目を保てたのは、ひとえに生
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物学科が研究組織として多様な専門分野の堅持を旨と
してきた流れで、授業内容も自ずとほど良く生物学の
体系にはまり込んだからである。とはいえ、やはり人
任せだけでは欠けた分野のあることも明らかなので、
最近は分類学の 1 テーマについて非常勤講師を招聘し
ご担当頂くようになっていた。
昨今の大学を巡る状況変化は、連綿と引き継がれ
てきた各研究室の実習ノウハウを途切れさせること無
く共有財産としつつ、授業計画を立てることをわれわ
れに促している。実際、本書の編集過程や実際の使用
が奇貨となり、少しずつではあるが研究室を超えた引
き継ぎも行われるようになってきた。一方で、本書の
内容に安住するあまりプリント指導時代の長所を忘れ
ることが無いよう、常々新しいテーマの創案や指導方
法の開発を心がけ、また時には学部学科や部署を超え
た協力関係を築き、学外者の協力も仰ぎ、再び本書の
内容へと還元することも必要であろう。そのため本書
は、学生向けの分冊版については年度単位で売り切っ
て毎年修正のうえ刷り直し、 3 年程度で改版する手筈
となっている。学科一同、同僚諸氏からのご指導ご鞭
撻を賜りたい所存である。
